
I0¥3YKにいがた I0¥3YKにいがた 132023.4

新潟市中央区西堀通6-878-1 西堀７番館ビル３Ｆ
電話（025）201-6113　http://www.nipy.jp/

公益財団法人
新潟市勤労者福祉サービスセンター

新潟市が出資している法人です。
従業員１人当たり月800円で、充実した福利厚生を実現 ！

主な事業：慶弔給付、
　　　　　健康維持増進、
　　　　　自己啓発援助、
　　　　　余暇活動援助ほか

詳しいサービス内容はインターネットで

ニピイ 検索

会員募集中！

会社の福利厚生を応援します

https://guts-rentacar.com/
新潟市中央区明石 1-2-10 コーポ明石１F
ＴＥＬ：025-256-8520  ＦＡＸ：025-256-8325

新潟駅前店

ガッツレンタカー

買うより借りる
ガッツでしょ！

メンテナンス不要・保険付き・税込
, 0円～8,580円～１週間 2 , 0円～27,280円～１ヶ月
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2ドア軽自動車地域最安値

令和５年度　日商簿記検定試験のご案内
新潟商工会議所で実施する簿記検定試験は統一試験とネット試験の２種類の方法で受験可能となっております。
簿記とは日々の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績や財政状態を明らかにする技能です。
ぜひ社員のスキルアップとしてご活用ください。

簿記検定（統一試験）　会場：新潟県立新潟商業高等高校
■試験時間：１級・３級　９：00　　２級　13：30
■申込方法：インターネットによる申込のみ
■支払方法：コンビニまたはカード支払
■日程と受験料

級 回 試験日 受験料（税込）

１～３級
第164回 令和５年６月11日（日）

申込期間：４/25～５/10
１級：7,850円
２級：4,720円
３級：2,850円
※上記受験料に加えて事務手数料330円（税込）
ネット受付事務手数料770円（税込）が別途必要です。
※個人受験の場合（団体受験はご相談ください）

第165回 令和５年11月19日（日）
申込期間：10/３～10/18

２・３級 第166回 令和６年２月25日（日）
申込期間：１/９～１/24

お申込・詳細↑

簿記検定（ネット試験）　会場：新潟商工会議所　　※２級・３級のみ
ネット試験は従来の６月、11月、２月に開催される統一試験に加え、昨年５月から実施しているものです。
試験終了後、すぐに合否が判明するため、速やかに資格取得を目指す方におすすめです。

■日　　程：原則として月２回　詳細は当所HPを確認ください。
※統一試験の前後等に施行休止期間が設けられています。
※最小催行人数の要件を満たさない場合、中止となります。

■試験時間：３級① ９：00～10：00　②13：30～14：30
２級①11：00～12：30　②15：30～17：00

■申込方法：インターネットによる申込
■受 験 料：２級　4,720円（税込）／３級　2,850円（税込）

※上記受験料に加えて事務手数料550円（税込）
※コンビニ決済の場合、別途、支払い手数料360円（税込）がかかります。

お申込・詳細↓

新潟商工会議所では上記試験
以外の検定試験も実施してお
ります。

簿記検定に関するお問合せ
会員サービス課
TEL：025-290-4209／E-mail：kentei@niigata-cci.or.jp
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『信長の水』を体験して思ったこと

◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経BP総合研究所 上席研究員。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。
全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を実施。
消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生む　逆
算発想のものづくり』（日経BP社）。

　安土桃山時代の名前の由来となった安土城は、
織田信長が最後に建てた城で、滋賀県近江八幡市
安土町にある城址に名残をとどめています。その
お膝元に当たる場所に、織田信長が茶の湯のため
にくませた湧き水「梅の川」がありました。現在
は地下水の水位が少し下がったために「梅の川」
の水は枯れていますが、すぐ近くに今もこんこん
と水が湧いている場所が何カ所もあります。
　そんな湧き水スポットの真上に建てられた料亭
で、食事をする機会がありました。地元で採れる
川魚や野菜、果物などをランチのコース料理でい
ただいたのですが、最初に日本酒を飲むぐい飲み
サイズのグラスで、厨房に湧いている水がそのま
ま何の味付けもせずに出されました。
　水の味の微妙な違いを私が分かるわけではあり
ませんが、信長もこの水のおいしさを理解してわ
ざわざ求めていたのかと思うと、何か貴重なもの
をいただくような厳かな気持ちになりました。たっ
た一口の水ですが、私にとっては強く記憶に残る
体験となりました。
　料亭でいただいたコース料理は、どれもきれい
な器に盛りつけられていて、それぞれの素材の味
を生かしながら見た目も美しく、日本料理の技を
駆使した良い仕事を感じさせるものでした。素材
自体は高級な肉や遠くから取り寄せた海鮮などが
使われているわけでなく、あくまでも地元でその
時期に採れた旬のものばかりでした。一つひとつ
の料理を提供するときに、まだ若い料理長からそ
の食材や地域の食文化について、詳しい説明があ
り、地域の自然や季節に対する感謝の気持ちを主

客で共にすることができました。
　地域の資源を活用してヒット商品をつくるため
にはストーリーが重要だと、よく言われます。私
自身もこのコラムをはじめさまざまなところで、
何度もそのように取り上げています。「信長の水」
体験を通じて感じたことは、ストーリーが体験と
してお客さんに届き、深く心に刻まれるためには、
もう少し必要な条件があるのではないかというこ
とです。
　ストーリーは、演劇でいうと脚本のようなもの
で、それが観客に届くためには、形にして見せる
役者や舞台が必要だというような感覚です。今回
の私の体験に置き換えてみれば、ストーリーは「信
長が追い求めた水の味」であり、それを形にした
のが「一杯の水」や「その水で育った地域の野菜や
川魚」で、さらには一つひとつの料理について語っ
てくれる料理長さんも役者の役割を果たしてくれ
たといえそうです。舞台装置に相当するのは、そ
れらをいただいた料亭の快適な空間や、美しい器
でしょうか。
　おそらく、信長の水に相当するようなストーリー
を持つものは、全国各地に多数あるのでしょう。
しかし、ただあるだけでは宝の持ち腐れです。も
し良いストーリーがあるのにうまく生かせていな
いと感じるのであれば、もう一度、それを形にす
る役者と、役者と顧客をつなぐ舞台が機能してい
るかどうか、チェックしてみてはいかがでしょう。
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